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第
４
回 

定
例
会　
審
議
内
容

7億8,762万円を追加し118億8,289万円

1,381万円を追加し110億9,522万円

地域おこし協力隊
報酬等不用額分

コスモピア内之浦
解体工事費

衆議院議員総選挙費

町立病院事業会計への繰出金
（法定内2,377 万円・法定外１億 337万円）

岸良海岸
高潮対策事業

教師用指導書
購入費

△500万円

5億9,300万円

1,374万円

1億2,715万円

1,445万円 1,509万円

第4回

令和６年度 肝付町一般会計補正予算

令和６年度 肝付町一般会計補正予算

第８号

第７号

主なもの

主なもの

議　案

承　認
肝付町議会定例会（12月6日～12月20日）

�・�当初予定していた協力隊の採用４名が２
名であったため �・�診療報酬減によるもの

�・国民宿舎の解体工事費（1998年建築） �・�県営事業負担金の増額分 �・�中学教科書改訂に伴うもの

● 災害地に派遣される町職員の処遇等に関する決議について
　１　国に準じた災害派遣に関する規則等の整備を行うこと。
　１　職員等の旅費に関する条例を現状に則したものに見直すこと。
　１　派遣職員の支援活動状況を共有する機会を設けること。
 提出理由： 災害地へ派遣される町職員は自ら志願し、災害地へ出向いて

いるが、その業務は危険を伴うことが想定されることや慣れ
ない土地での心労等を考慮し、今後、派遣の必要性が生じ
た場合に備え、町としてもその処遇等の改善を行う必要があ
ると考えるため。

発　委 総務・文教委員会
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第
４
回 

定
例
会　
審
議
内
容 ●  趣　　　旨：�「今、交渉権者が町と協定を締結するのか、まだ見えない状態で、解体し

てどのようなものを造るという具体的な計画もないのに解体をするのはお
かしい。まだまだ使える施設だ、６億円もかけずに有効利用を図るべきだ。
地域住民にも説明はない。」

● 討　　　論： 修正案に反対（宮後 議員）
　　　　　　　�「これを改修しても 20 数年しかもたない。また同じ問題が出てくる。今、

民間業者が手を挙げている、民間事業者がやらない時は町長が責任を持っ
て造ると言っている。私が若者と話をした時、コスモピアを改修すればと
いう声は一言も誰からも聞いていない。20年先の子どもたちのためにも建
て替えるべきだ。」

●  表決：（賛成４・反対９　結果 : 否決）

前

原

松

元

宮

後

𠮷

原

田

中

前

田

中

原

富

永

恒

吉

木

村

益

山

田
布
尾

柳

× × × ◯ × × ◯ × × × ◯ ◯ ×

※議長（有留議員）については表決権なし

令和６年度肝付町一般会計補正予算（第８号）
発議者 : 𠮷原 議員・田布尾 議員

修正動議

現在の国民宿舎コスモピア内之浦

国民宿舎コスモピア内之浦の解体工事に
反対する修正案（解体工事費分の減額）



4

第
４
回 

定
例
会　
審
議
内
容
・
議
案
に
対
す
る
可
否
状
況

議案に対する可否状況

　令和６年第４回定例会（令和６年 12 月６日～ 12 月 20 日）

議案番号 案件名
賛否の意思表示

議決結果前
　
原

松
　
元

宮
　
後

𠮷
　
原

前
　
田

田
　
中

中
　
原

富
　
永

恒
　
吉

木
　
村

益
　
山

田
布
尾
柳
有
　
留

承認
第３号

令和６年度肝付町一般会計補正予算（第７号）
の専決処分の承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承　　認

承認
第４号

鹿児島県後期高齢者医療広域連合の規約変更
に関する協議についての専決処分の承認 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 承　　認

議案
第40号

鹿児島県市町村総合事務組合を組織する地方
公共団体の数の減少及び同組合規約の変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

議案
第41号

刑法等の一部を改正する法律の施行に伴う関
係条例の整理に関する条例の制定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案
第42号

肝付町子ども医療費の助成に関する条例の一
部改正 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案
第43号 新たに生じた土地の確認及び字の区域変更 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

議案
第44号 学校林の収益使途 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

発委
第７号

災害地に派遣される町職員の処遇等に関する
決議 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案
第45号 令和６年度肝付町一般会計補正予算（第８号）〇 〇 〇 × 〇 〇 × 〇 〇 〇 × × 〇 － 原案可決

議案
第46号

令和６年度肝付町特別会計国民健康保険事業
費事業勘定補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案
第47号

令和６年度肝付町特別会計後期高齢者医療費
事業勘定補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案
第48号

令和６年度肝付町特別会計介護保険事業費保
険事業勘定補正予算（第２号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案
第49号

令和６年度肝付町立病院事業会計補正予算
（第１号） 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 原案可決

議案
第50号 公の施設の指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

議案
第51号 公の施設の指定管理者の指定 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 － 可　　決

●  施　設　名 :岸良交流促進センター・叶岳森林体験交流施設
●  指定管理者 :肝付町北方 290 番地 1
　　　　　　　内之浦森林組合　代表理事組合長　中西　稔男
●  指定の期間 :令和７年４月１日～令和 10年３月 31日（３年間）

公の指定管理者の指定について議案

※賛否の表示は、○：賛成、×：反対となっています。
※議長には、表決権がありません。
※各議案（案件名）の「～について」は、省略しています。
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問
条
例
を
定
着
さ
せ
る

た
め
に
協
力
を
い
た
だ

く
団
体
は
。

答
町
消
防
団
や
消
防
署
、

志
布
志
海
上
保
安
署
、

肝
付
警
察
署
、
各
漁
協
な
ど

連
携
を
強
化
し
て
周
知
徹
底

に
努
め
た
い
。
そ
の
ほ
か
公

益
財
団
法
人
日
本
釣
り
振
興

会
や
釣
り
具
メ
ー
カ
ー
と
の

連
携
も
検
討
し
た
い
。

問
捜
索
活
動
用
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
支
給
は
な

さ
れ
て
い
る
か
。

答
捜
索
活
動
用
の
配
備

は
さ
れ
て
い
る
の
で
必

要
な
際
に
は
、
着
用
を
お
願

い
し
て
い
く
。

問
町
で
無
料
貸
し
出
し
は

で
き
な
い
か
。

答
今
後
そ
の
よ
う
な
声

が
多
く
な
っ
て
き
た
場

合
は
、
検
討
し
た
い
。

問
着
用
促
進
を
図
る
た

め
に
、
水
泳
の
授
業
等

に
組
み
入
れ
ら
れ
な
い
か
。

答
水
辺
で
の
安
全
意
識

を
高
め
る
こ
と
は
、
非

問
町
長
は
、
こ
の
条
例
が

制
定
さ
れ
た
こ
と
を
ど

の
よ
う
に
受
け
止
め
て
お
ら

れ
る
か
。

答
意
義
・
目
的
は
大
変
重

要
で
あ
る
と
認
識
し
て

い
る
。
町
と
し
て
も
ラ
イ
フ

ジ
ャ
ケ
ッ
ト
の
着
用
を
推
進

し
、
不
幸
な
事
故
を
な
く
し

て
い
き
た
い
。

問
周
知
、広
報
の
手
段
は
。

答
町
広
報
誌
や
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
へ
の
掲
載
、
マ

ス
メ
デ
ィ
ア
の
活
用
、
釣
り

場
入
口
な
ど
に
看
板
、
沿
線

に
の
ぼ
り
旗
の
設
置
、
町
商

工
会
が
運
営
す
る
富
山
の
電

光
掲
示
板
を
利
用
す
る
な
ど

し
、
情
報
を
発
信
し
た
い
。

ま
た
、
肝
付
町
の
公
式
Ｓ
Ｎ

Ｓ
も
活
用
し
、
啓
発
活
動
を

行
っ
て
い
き
た
い
。

常
に
重
要
な
学
び
と
な
る
。

プ
ー
ル
で
の
使
用
に
お
け
る

安
全
性
の
確
保
や
指
導
方
法

に
つ
い
て
十
分
な
検
討
が
求

め
ら
れ
る
。
他
の
自
治
体
の

取
組
等
も
参
考
に
し
、
児
童

生
徒
の
安
全
意
識
を
高
め
る

取
り
組
み
を
積
極
的
に
推
進

し
て
い
く
。

問
本
町
の
美
し
い
自
然
や

独
自
の
文
化
と
と
も
に

こ
の
条
例
を
制
定
し
た
町
と

し
て
町
内
外
に
Ｐ
Ｒ
す
る
こ

と
で
、
よ
り
魅
力
的
な
メ
ッ

セ
ー
ジ
と
し
て
伝
わ
る
の
で

は
。答

美
し
い
海
岸
線
、
有
名

な
釣
り
場
を
有
す
る

町
と
し
て
県
内
外
に
知
ら
れ
、

九
州
各
県
か
ら
訪
れ
て
い
た

だ
い
て
い
る
。
ま
た
、
釣
り

が
日
常
的
に
で
き
る
こ
と
で

移
住
さ
れ
て
き
た
方
も
い
る
。

ラ
イ
フ
ジ
ャ
ケ
ッ
ト
着
用
条

例
制
定
の
町
、
安
全
に
釣
り

を
推
進
す
る
町
と
し
て
、
積

極
的
に
Ｐ
Ｒ
し
て
い
き
た
い
。

［町長］様々な方法で、積極的にＰＲしていく。

総務・文教委員会
前原 和幸 委員長

本年９月に制定された「肝付町ライフジャケット着用条例」
釣り人の生命を守るためにどのような取り組みができるの
か、共に知恵を絞って臨むべきと考えるが、当局の考えは。

町内外にＰＲすることが、重要では

代
表
質
問

議会基本条例の見直し後、初めての代表質問が行われました。

代表質問 : 肝付町議会常任委員会を代表する者１人が、常任委員会の所管事務について、施政方針や
予算編成方針等に対して行う質問

初の代表質問

多
く
の
場
面
で

選
ば
れ
る

町
づ
く
り
を
。
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77 人が問う人が問う

☆YouTube『肝付町議会』第４回定例会　中日①～④でご視聴できます。

一般質問とは
　一般質問とは、議員が町の行財政全般にわたって、執行機関に疑問点をただし、所信の表明を求めること。
　掲載内容については、それぞれの質問者がまとめ、議会広報委員会が編集したものです。

66 人が問う人が問う
宮
みや

後
うしろ

　竜
りゅう

一
いち

 議員

・�肝付町の農業振興に対しての考えを伺う

P. 7
富
とみ

永
なが

　洋
よう

一
いち

 議員

・持続可能な地域医療を問う
・財政の健全化と効率化

P. 8

有
あり

留
どめ

　智
とも

哉
や

 議員

・�道路管理について
・�子育てに関することについて

P.12

※ �QRコードから各議員の一般質問の動画を閲覧できます。

𠮷
よし

原
はら

　　光
ひかる

 議員

・�国民宿舎コスモピア内之浦の
これまでの検証とこれから

P.11

柳
やなぎ

　一
かず

夫
お

  議員

・公共施設等のトイレ改修について
・町長の所信を伺う

P. 9
益
ます

山
やま

　二
じ

郎
ろう

  議員
P. 10

・役場内の職場環境について
・職員採用について
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め
る
初
期
投
資
分
・
ハ
ウ
ス

の
リ
ー
ス
料
な
ど
の
経
費
は

含
ま
れ
て
い
な
い
。
い
つ
ま

で
続
け
る
の
か
。

答
実
証
と
い
う
よ
り
収

益
事
業
と
し
て
続
け

た
い
が
、
振
興
セ
ン
タ
ー
の

事
業
計
画
の
見
直
し
の
中
で

検
討
し
て
い
く
。

問
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
の

役
割
に
つ
い
て
改
め
て

伺
い
た
い
。

答
新
規
就
農
者
を
生
み

だ
し
て
い
く
こ
と
が
一

番
の
役
割
だ
と
考
え
ま
す
。

養液栽培の心臓（統合環境制御装置）

実証中の養液栽培（ピーマン）

問
令
和
５
年
度
一
般
会
計

の
決
算
認
定
に
あ
た
り

議
会
側
か
ら
「
ピ
ー
マ
ン
の
養

液
栽
培
の
実
証
に
対
し
、
多
年

に
わ
た
り
予
算
が
執
行
さ
れ
て

い
る
。
全
く
成
果
を
生
ま
な
い

事
業
に
つ
い
て
は
、
こ
れ
以
上

の
予
算
は
認
め
ら
れ
な
い
。
早

期
の
事
業
撤
退
を
求
め
る
。」

と
附
帯
決
議
が
だ
さ
れ
た
が
、

７
年
度
の
町
の
考
え
は
。

答
実
証
栽
培
が
収
量
・

収
益
と
も
に
上
向
き

に
安
定
し
つ
つ
あ
り
、
振
興

セ
ン
タ
ー
運
営
上
の
貴
重
な

財
源
に
な
っ
て
い
る
の
で
継

続
し
た
い
。

問
十
分
検
討
さ
れ
た
の

か
、
議
会
の
附
帯
決
議

を
無
視
し
て
方
針
を
立
て
ら

れ
た
の
か
。

答
無
視
は
し
て
い
な
い
。

法
人
参
入
の
目
的
は

達
成
し
て
い
な
い
が
、
デ
ー

タ
の
活
用
は
し
て
い
る
。
御

理
解
を
賜
り
た
い
。

問
収
益
が
上
が
っ
て
い
る

と
言
う
が
、
実
証
を
始

問
生
み
だ
す
こ
と
だ
け
で

は
な
く
、
そ
の
後
も
就

農
者
が
し
っ
か
り
と
農
業
で

生
計
が
成
り
立
つ
よ
う
、
力

を
注
い
で
も
ら
い
た
い
。

答
農
業
関
係
機
関
と
連

携
を
取
り
、
新
規
就
農

者
に
限
ら
ず
町
内
の
農
業
者

の
営
農
指
導
の
充
実
を
図
っ

て
い
き
た
い
。

問
新
た
に
農
業
を
始
め
る

に
は
初
期
投
資
に
金
が

か
か
る
。
親
元
就
農
が
一
番

元
手
が
少
な
く
生
計
が
立
て

や
す
い
。
町
内
の
農
業
者
の

調
査
を
や
れ
ば
。

答
関
係
部
署
等
と
も
連

携
を
取
り
な
が
ら
啓

発
活
動
も
し
て
い
き
た
い
。

ま
た
後
継
者
の
い
な
い
と
こ

ろ
の
事
業
継
承
も
念
頭
に
入

れ
な
が
ら
、
協
議
を
図
っ
て

い
き
た
い
。

［町長］継続させていただきたい。

宮後 竜一 議員
ピーマンの養液栽培の収益が351万円まで上向いてきた。こ
れまで５年間の努力の成果である。しかし養液に関する初期
投資は約2000万円かかっている。「これで経営が成り立つか」

早期の事業撤退を

一
般
質
問

　
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
が

肝
付
町
の
農
業
推
進
に
貢

献
で
き
る
よ
う
取
り
組
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
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問
財
政
健
全
と
効
率
化
に

向
け
、
第
四
次
行
政
改

革
の
中
間
総
括
は
。

答
各
担
当
課
が
、
毎
年
度

実
績
を
振
り
返
る
こ
と

で
遂
行
し
て
い
け
る
よ
う
取

り
く
ん
で
い
る
。

問
一
課
一
改
革
に
よ
る
一

人
５
万
円
の
削
減
は
。

答
業
務
改
善
と
経
費
削

減
の
ど
ち
ら
か
で
取

り
く
む
よ
う
に
、
各
課
に
指

示
し
て
い
る
。

問
職
員
数
の
定
員
管
理
の

基
は
何
か
。

答
職
員
数
の
基
本
現
状

数
を
抑
制
基
調
を
保

ち
な
が
ら
定
員
管
理
計
画
を

立
て
て
い
る
。

問
新
規
採
用
の
在
り
方
と

課
の
統
廃
合
も
必
要
と

考
え
る
。

［町長］町内全域に利用の周知をする。

富永 洋一 議員
人口減少、少子高齢化に伴い持続可能な経営を確保しきれな
い病院が多くなっている。患者の８～９割が内之浦地区住民
であり町立病院も地域住民が安心する医療体系が必要では。

持続可能な医療体系を

問
持
続
可
能
な
地
域
医

療
強
化
プ
ラ
ン
の
策
定

に
あ
た
り
総
務
省
か
ら
、
住

民
、
議
会
に
説
明
す
る
よ
う

に
と
あ
る
が
、
説
明
は
し
た

の
か
。

答
住
民
に
つ
い
て
は
、
地

域
と
未
来
を
語
る
カ

フ
ェ
や
、
サ
ロ
ン
の
方
々
の

声
を
参
考
に
し
た
。

問
議
会
へ
の
事
前
説
明
は

な
さ
れ
て
い
な
い
が
。

答
議
会
へ
は
完
成
前
の

も
の
で
説
明
し
た
。

問
病
院
の
機
能
の
分
化

を
進
め
る
と
あ
る
が
。

答
一
次
的
な
診
療
は
町
立

病
院
で
行
い
、
専
門
的

分
野
に
つ
い
て
は
地
域
の
医

療
機
関
と
連
携
を
と
り
対
応

し
て
い
く
。

問
患
者
の
８
～
９
割
が
内

之
浦
地
域
住
民
で
あ

り
、
地
域
の
人
口
減
を
考
え

た
と
き
、
持
続
可
能
な
医
療

体
制
を
ど
う
考
え
る
か
。

答
町
内
全
域
か
ら
利
用

し
て
い
た
だ
く
よ
う
周

答
提
案
の
件
に
つ
い
て
は

鋭
意
努
力
し
て
い
く
。

知
す
る
。

問
公
営
企
業
法
の
一
部
適

用
を
全
部
適
用
へ
の
検

討
と
あ
る
が
。

答
ト
ッ
プ
は
町
長
以
外

と
な
る
。
民
間
企
業
に

近
い
運
用
が
可
能
で
、
業
績

に
よ
っ
て
給
与
の
見
直
し
も

可
能
と
な
る
。

問
強
化
プ
ラ
ン
に
、
目
標

が
困
難
な
場
合
、
抜
本

的
な
見
直
し
を
す
る
と
あ
る

が
。答

経
営
状
況
を
見
な
が
ら

毎
年
検
討
し
て
い
く
。

※
患
者
は
医
療
機
関
を
選

択
す
る
権
利
が
あ
る
。

　
本
当
に
独
立
採
算
と
し

て
の
機
能
を
果
せ
る
の
か
、

住
民
が
安
心
で
き
る
医
療

体
系
を
！

※
定
年
延
長
に
よ
る
人
件

費
の
増
、
財
政
健
全
化
に

向
け
、
組
織
の
ス
リ
ム
化
、

新
規
採
用
の
抑
制
は
急
務
。

肝属郡内　課数
　東串良町　　　14
　錦江町　　　　15
　南大隅町　　　15
　肝付町　　　　25

※他町に比べ 10 課多い、
　各課業績によりスリム化が
　必要では。

（参考）（参考）

※職員が安心して働けるのか、患者への対応等が課題となるのでは。
　早急な医療体系の確立を。

①  地方公営企業法の全部適用とは（略） 
⑴ 病院事業を総括的に管理する事業管理者の設置（経営責任の明確化） 
 ⑵ 組織運営や体制の構築の権限が町長から移譲 
⑶ 病院事業に応じた給与体系の導入（職員の不安をあおる可能性）

②  県内の町立病院等 
肝付町……町立病院 
南種子町、中種子町……組合組織として 
長島町……診療所

一
般
質
問

新
規
採
用
抑
制
と

課
の
ス
リ
ム
化
を

提
案
の
件
は
鋭
意

努
力
し
て
い
く
。
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答
利
用
者
が
安
心
で
き

る
ト
イ
レ
環
境
を
整

備
し
な
け
れ
ば
と
常
に
考
え

て
い
る
。

問
取
付
け
で
き
る
と
の
こ

と
か
。

答
業
者
や
担
当
す
る
予

算
関
係
の
部
署
と
も

協
議
し
な
が
ら
進
め
た
い
。

問
学
校
の
ト
イ
レ
ド
ア
の

鍵
が
か
か
ら
な
い
所
が

あ
る
と
聞
い
た
現
状
は
、
又

あ
る
と
す
れ
ば
そ
の
措
置
は
。

答
町
内
全
学
校
ト
イ
レ

の
状
況
を
点
検
し
た
。

鍵
が
で
き
な
い
、
立
て
付
け

が
悪
い
、
閉
ま
り
に
く
い
ト

イ
レ
等
確
認
し
た
。
早
急
な

改
善
が
必
要
と
考
え
ス
ム
ー

ズ
な
開
閉
が
で
き
る
よ
う
修

繕
を
行
い
ま
す
。

問
中
山
間
地
の
農
道
の

草
払
い
で
搬
出
に
必
要

な
機
械
の
リ
ー
ス
料
の
援
助

は
。答

管
理
に
係
る
経
費
は

直
接
支
払
い
制
度
の

活
用
を
。

問
文
化
セ
ン
タ
ー
、
体
育

館
、
運
動
場
、
使
用
状

況
は
。

答
バ
レ
ー
や
ソ
フ
ト
ボ
ー

ル
部
活
動
、
生
涯
学

習
講
座
等
に
利
用
。

問
多
く
の
町
民
が
使
う

ト
イ
レ
洋
式
化
を
含
め

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

答
洋
式
化
や
バ
リ
ア
フ

リ
ー
化
は
町
民
の
安

全
な
生
活
を
支
え
る
上
で
必

要
不
可
欠
と
考
え
て
い
る
。

問
体
育
館
前
は
和
式
だ

が
一
つ
洋
式
に
し
て

は
。答

早
急
な
洋
式
化
も
必

要
か
と
は
考
え
る
が

今
は
中
央
に
バ
リ
ア
フ
リ
ー

ト
イ
レ
が
あ
り
、
隣
接
す
る

文
化
セ
ン
タ
ー
に
も
洋
式
と

バ
リ
ア
フ
リ
ー
が
あ
り
当
面

は
そ
ち
ら
の
利
用
を
呼
び
か

け
て
い
き
た
い
。

問
和
式
ト
イ
レ
は
立
上
り

に
不
自
由
な
人
も
お

り
、
手
す
り
を
取
付
け
て
は
。

問
地
域
住
民
の
願
い
。
温

泉
施
設
を
早
く
と
願
っ

て
い
る
が
、
優
先
交
渉
権
者

は
ど
の
よ
う
な
計
画
を
持
っ

て
い
る
か
。

答
詳
細
に
つ
い
て
は
現
在

も
協
議
中
で
す
。

問
協
定
締
結
に
至
ら
な

か
っ
た
場
合
は
。

答
地
域
で
管
理
で
き
る
規

模
の
施
設
を
地
域
の

皆
さ
ん
と
協
議
の
上
整
備
し

た
い
。

問
論
地
分
団
詰
所
に
つ
い

て
、
地
区
の
思
い
を
伝

え
た
が
、
ど
う
検
討
さ
れ
た

か
。答

河
川
、
津
波
、
土
砂
災

害
、
建
物
自
体
等
に
つ

い
て
。

問
来
年
町
長
の
改
選
で
あ

る
、出
馬
に
向
け
て
は
。

答
町
長
と
し
て
の
最
終
章

と
し
て
肝
付
町
発
展
の

た
め
に
全
力
で
取
組
む
決
意

を
致
し
ま
し
た
。

［町長］今はバリアフリートイレを使って。

柳　 一夫 議員
高齢者や身障者が使用するトイレについて立ち上がり等難
しいと考える、和式トイレに手摺りを、また和式トイレだ
けでなく洋式トイレを望む町民も多いため、一つは洋式を。

体育館前トイレの洋式化を

町体育館前の公共トイレ

町体育館前の公共トイレ（多目的トイレ）

一
般
質
問
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※
１

　
定
年
退
職
数
を
除
く

※
２

　
状
況
に
応
じ
て
出
勤
・
退
勤
時

間
を
申
告

問
役
場
職
員
の
自
己
都

合
に
よ
る
定
年
前
の

退
職
を
耳
に
す
る
が
、
当
局

は
ど
の
よ
う
に
考
え
る
か
。

答
全
国
的
に
公
務
員
の

普
通
退
職
が
増
加
傾

向
で
あ
り
、
特
に
若
い
方
々

が
増
え
て
い
る
。
肝
付
町
だ

け
の
問
題
で
あ
る
と
は
捉
え

て
い
な
い
。

問
本
町
の
10
年
間
平
均

退
職
者
数
は
年
、
3.9

人
と
な
っ
て
い
る
が
、
原
因

究
明
等
に
つ
い
て
の
考
え

は
。答

町
に
と
っ
て
も
損
失

で
す
。
こ
の
ま
ま
働

き
つ
づ
け
た
い
と
い
う
よ
う

な
職
場
づ
く
り
を
し
な
い
と

い
け
な
い
と
考
え
る
。

問
ど
の
よ
う
な
方
策
か
。

答
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対

策
・
時
間
外
勤
務
の

縮
減
・
男
性
の
育
児
休
暇
取

得
の
促
進
等
が
あ
り
ま
す
。

先
行
自
治
体
で
は
フ※

２
レ
ッ
ク

ス
タ
イ
ム
の
導
入
事
例
も
あ

50
歳
ま
で
に
な
っ
て
い
る
。

理
由
は
何
か
。

答
応
募
人
数
が
減
っ
て
い

る
と
感
じ
る
。
優
秀
な

人
材
を
得
る
た
め
年
齢
を
引

き
上
げ
た
。
又
、
一
般
教
養

試
験
か
ら
職
務
基
礎
力
試
験

に
内
容
変
更
す
る
こ
と
に
よ

り
、
応
募
人
数
が
増
え
る
こ

と
を
期
待
し
て
い
る
。

問
一
次
試
験
で
面
接
は

行
っ
て
い
る
の
か
。
人

と
な
り
を
判
断
す
る
に
は
、

や
る
べ
き
と
考
え
る
が
。

答
一
次
で
は
行
っ
て
い
な

い
。
二
次
で
面
接
を

行
っ
て
い
る
。
試
験
内
容
は

統
一
試
験
で
行
っ
て
い
る
。

問
公
務
員
は
兼
業
で
き

る
と
あ
る
。
本
町
の
状

態
は
ど
う
な
っ
て
い
る
。

答
規
則
や
条
例
が
無

く
本
町
で
は
兼
業

を
許
可
す
る
と
い
う
こ
と

は
行
っ
て
い
な
い
。

り
、
本
町
で
も
検
討
し
て
み

た
い
。

問
療
養
等
で
長
期
間
出

勤
し
て
い
な
い
職
員

は
ど
の
程
度
、
対
応
策
は
。

答
若
干
名
い
ま
す
。
産

業
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に

相
談
す
る
等
の
対
応
で
す
。

問
窓
口
に
行
っ
て
も
職

員
が
す
ぐ
に
対
応
し

て
く
れ
な
い
等
の
声
が
あ

る
。
改
善
す
べ
き
で
は
。

答
窓
口
サ
ー
ビ
ス
研
修

等
を
行
っ
て
い
る
が
、

こ
の
よ
う
な
声
が
あ
る
と
す

れ
ば
、
組
織
一
丸
と
な
っ
て

住
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
に
努
め

た
い
。

問
職
員
に
対
し
カ
ウ
ン

セ
リ
ン
グ
を
行
っ
て

い
る
が
、
改
善
点
を
指
摘
さ

れ
た
事
案
は
な
い
の
か
。

答
相
談
内
容
を
聞
く
こ

と
は
あ
り
ま
せ
ん
。

問
近
年
の
職
員
採
用
で

募
集
定
員
に
満
た
な

い
こ
と
が
あ
る
と
聞
く
。
今

回
の
募
集
で
は
年
齢
上
限
が

［町長］全国的に普通退職が増えている。

益山 二郎 議員
町内職場の中では安定し良好な働き場である役場職員が退
職しているという話を耳にする。なぜなのか理解に苦しむ。
何が問題なのか、何に問題があるのか質問すべきと考えた。

役場内の職場環境について

一
般
質
問

肝付町役場
過去10年間の退職者数

（定年退職は除く）
年　度 普通退職者数

平成 26 年度 3
平成 27 年度 3
平成 28 年度 3
平成 29 年度 4
平成 30 年度 2
令 和 元 年 度 6
令 和 ２ 年 度 5
令 和 ３ 年 度 5
令 和 ４ 年 度 3
令 和 ５ 年 度 5

※
１
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答
指
示
し
て
い
な
い
。

問
録
音
が
残
っ
て
い
る
。

ま
た
、
施
設
の
優
先
交

渉
権
者
の
公
募
要
項
に
は
、

「
町
が
施
設
の
解
体
を
負
担

し
た
場
合
に
は
、
事
業
者
は

宿
泊
施
設
を
造
る
こ
と
を
必

須
と
す
る
」と
あ
る
が
、な
ぜ
、

解
体
を
希
望
す
る
優
先
交
渉

権
者
に
宿
泊
施
設
の
建
設
を

義
務
付
け
せ
ず
、
町
長
は
盛

ん
に
町
が
造
る
と
言
う
の
か
。

答
優
先
交
渉
権
者
を
ま

だ
、
事
業
者
と
認
め

て
い
な
い
の
で
。

問
そ
れ
な
ら
、
認
め
て
か

ら
、
解
体
と
す
る
の
が

筋
で
は
な
い
か
。
ま
た
、
町

長
も
優
先
交
渉
権
者
も
、
解

体
後
、
具
体
的
に
何
を
造
る

の
か
決
ま
っ
て
い
な
い
と
言

う
の
に
、
な
ぜ
、
解
体
を
し

た
い
の
か
。

答
大
規
模
改
修
を
行
っ

た
と
し
て
も
、
将
来

同
じ
問
題
が
発
生
す
る
の
で
、

解
体
は
避
け
ら
れ
な
い
。
令

問
令
和
３
年
３
月
、
あ
る

事
業
家
が
、
コ
ス
モ
ピ

ア
の
経
営
を
し
た
い
と
10
億

円
持
っ
て
２
度
も
本
庁
を
訪

れ
た
が
、
な
ぜ
、
積
極
的
に

協
議
を
行
お
う
と
し
な
か
っ

た
の
か
。

答
私
の
不
徳
の
致
す
と

こ
ろ
な
の
か
な
と
思

う
。問

最
終
の
委
員
会
の
回

答
書
に
は
、
解
体
す
べ

き
と
い
う
文
言
は
あ
っ
た
か
。

答
な
い
。

問
優
先
交
渉
権
者
に
決

定
し
た
お
お
す
み
半

島
ス
マ
ー
ト
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、

町
長
ご
自
身
が
取
締
役
で
あ

り
、
筆
頭
株
主
で
あ
る
。
委

託
す
る
側
の
ト
ッ
プ
と
、
受

託
す
る
側
に
町
長
が
い
る
こ

と
に
問
題
は
な
い
か
。

答
問
題
は
な
い
と
思
う
。

問
町
長
に
依
頼
さ
れ
て
手

を
挙
げ
た
と
聞
い
た

が
。

和
７
年
度
ま
で
が
活
用
の
期

限
で
あ
る
合
併
特
例
債
を
財

源
と
し
た
い
。

問
総
務
省
に
聞
い
た
が
、

合
併
特
例
債
は
、
他
の

起
債
と
同
様
に
繰
越
し
が
２

年
は
で
き
る
の
で
、
期
限
を

も
っ
て
解
体
を
正
当
化
す
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

答
あ
ら
か
じ
め
翌
年
度
に

繰
り
越
す
こ
と
は
、
認

め
ら
れ
な
い
と
の
こ
と
。

問
平
成
25
年
～
令
和
５

年
ま
で
の
合
併
特
例

債
の
使
用
状
況
を
調
べ
る
と
、

高
山
地
区
88
％
、
内
之
浦
地

区
12
％
で
あ
っ
た
。
こ
の
合

併
特
例
債
の
目
的
は
、
均
衡

あ
る
ま
ち
づ
く
り
に
使
う
べ

き
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
か
。

し
か
も
、
解
体
費
に
充
て
る

と
は
。

答
そ
ん
な
議
論
は
い
か
が

な
も
の
か
、
他
の
起
債

や
補
助
事
業
も
あ
る
。

［町長］具体的なものは決まっていない。

𠮷原　 光 議員
なぜ、耐用年数が 22年も残っている施設を６億円もかけて解体するの？6
億円は負の遺産とならないの？新しい施設を造っても、20年後は同じ状態と
なるわけで、大事に長く使うことが将来に負担をかけないことではないのか。

解体後、どのようなものを
造るのか

一
般
質
問

※
掃
除
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

参
加
者
は
延
べ
150
人
。
ま

ず
住
民
説
明
会
を
す
べ
き
。

解体するのが信じられないキレイな客室「本当にもったいない」

12 月 18 日 町長に解体反対を申し入れ
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て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
と

考
え
る
。

問
条
件
付
き
で
奨
学
金
の

返
還
を
免
除
す
る
新
た

な
奨
学
金
制
度
の
創
設
を
。

答
目
標
を
持
っ
て
学
ぶ

意
欲
の
あ
る
子
ど
も

た
ち
を
支
え
る
、
効
果
的
な

奨
学
金
制
度
の
在
り
方
、
そ

れ
に
つ
い
て
は
検
討
し
て
も

い
い
と
考
え
る
。

問
今
後
は
さ
ま
ざ
ま
な

媒
体
を
使
い
な
が
ら
、

子
育
て
に
関
し
て
町
の
取
組

が
見
通
せ
る
よ
う
に
、
各
課

で
連
携
し
て
行
う
べ
き
。

答
多
様
な
手
法
を
組
み

合
わ
せ
、
分
か
り
や

す
い
情
報
を
発
信
し
た
い
と

考
え
る
。

問
町
の
管
理
道
路
、
修

復
待
ち
の
件
数
と
期

間
は
。

答
町
道
３
か
所
、
農
道

６
か
所
、
林
道
は
な

い
。
町
道
は
最
長
で
１
年
、

農
道
は
３
年
で
あ
る
。

問
昔
、
赤
線
と
言
わ
れ

て
い
た
道
路
の
管
理
、

町
が
す
べ
き
で
は
。

答
現
状
を
踏
ま
え
て
新
し

い
仕
組
み
を
、
道
路
を

管
理
し
て
い
る
課
を
中
心
に

検
討
し
て
い
き
た
い
と
思
う
。

問
町
が
管
理
す
る
道
路

は
一
つ
の
課
で
管
理

で
き
な
い
か
。

答
三
課
で
、
こ
れ
ま
で

以
上
に
連
携
を
取
る
。

町
民
の
皆
さ
ん
を
こ
っ
ち
だ

あ
っ
ち
だ
と
か
と
い
う
こ
と

の
な
い
よ
う
に
、
再
度
協
議

を
し
て
い
く
。

問
各
種
手
続
を
オ
ン
ラ
イ

ン
申
請
で
き
な
い
か
。

答
新
し
い
基
盤
を
構
築

し
、
シ
ス
テ
ム
の
連
携

を
強
化
し
た
上
で
、
導
入
し

て
い
こ
う
と
考
え
て
い
る
。

問
０
歳
児
か
ら
の
保
育

料
の
無
償
化
を
行
う

べ
き
。

答
現
段
階
で
の
保
育
料
を

全
面
的
に
無
償
化
す
る

財
源
を
確
保
す
る
こ
と
が
困

難
な
状
況
で
あ
る
。
国
の
補

助
金
制
度
の
活
用
や
、
独
自

財
源
の
確
保
策
に
つ
い
て
、
引

き
続
き
検
討
を
進
め
て
い
く
。

問
内
之
浦
地
区
等
高
等

学
校
通
学
費
補
助
金
、

対
象
地
域
を
拡
大
す
べ
き
。

答
財
政
状
況
、
公
平
性

な
ど
の
観
点
を
踏
ま

え
て
検
討
し
た
い
と
考
え
る
。

問
子
ど
も
議
会
の
開
催

は
で
き
な
い
か
。

答
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
っ
て

再
度
検
討
し
て
い
く
。

問
肝
付
町
の
郷
土
史
を

作
る
考
え
は
な
い
か
。

答
ス
ピ
ー
ド
感
を
持
ち

な
が
ら
進
め
て
ま
い

り
た
い
。

問
町
の
奨
学
金
の
額
に

つ
い
て
見
直
す
考
え

は
な
い
か
。

答
社
会
情
勢
の
変
化
を

踏
ま
え
る
と
、
改
め

［町長］これまで以上に、連携取る。

有留 智哉 議員
日常利用する道路、管理が不十分では。管理体
制から見直すべき。子育て・教育支援等の充実
を。子育てしやすい町・町も子どもを育てる。

道路、一つの課で対応を

一
般
質
問

もっと情報発信を

修繕されない場所

オ
ン
ラ
イ
ン
申
請
を

導
入
し
て
い
こ
う

と
考
え
て
い
る
。
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委
員
会
報
告

　

 調査を実施した日 
令和６年７月９日
令和６年 11月 26日
令和６年 11月 28日

 調査内容 
【令和６年７月９日】
　能登半島地震の被災地である輪島市に派遣された職員４名のうち委員会へ
出席した３名から、「現地での活動について」や「派遣を終えて感じたこと」
等の聞き取り調査を行った。

※職員からの意見等
　Ｑ：派遣の経緯は。
　Ａ：全員が自ら希望して参加した。
　Ｑ：被災地に行かれてどう感じたか。
　Ａ：�一様に「被災地は、まだまだ大変な状況であったが、非常に良い経験

ができた。」と話された。
　Ｑ：派遣後の報告はどのように行ったか。
　Ａ：町長に対しての報告は行った。

※委員からの意見等
　・職員の志の高さに感銘を受けた。
　・�今後も今回派遣された職員のように、自ら希望を出し、派遣に応じてい
ただくためにも、処遇について見直す必要があるのではないかとの意見
で全委員が一致した。

【令和６年 11月 26日】
　総務課より提出していただいた「令和６年能登半島地震に係る石川県輪島
市への対

※
口支援について」を基に協議を行った。

※委員からの意見等
　・職員等の旅費に関する条例の見直しが必要ではないか。
　・�国、県が災害派遣手当支給規則を作っているが、本町もそれに準じた規
則を作ってはどうか。（災害派遣について、きちんとした規則を作るべき
ではないか。）

所管事務調査報告書所管事務調査報告書災害地に派遣される町職員の処遇等について災害地に派遣される町職員の処遇等について
総務・文教委員会

※�　「対口支援」とは、被災市区町村を1対1で担当
する自治体が、自己完結的に支援を行う方式。
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委
員
会
報
告

　・派遣から帰ってきた職員から報告を聞く機会を設けるべきである。
　・�この件に関しては、所管事務調査報告書だけでなく「決議」として出し
てはどうか。

【令和６年 11月 28日】
　総務課長及び担当職員に出席いただき、11月 26 日に委員から出された意
見等に基づいて、協議を行った。

 まとめ 
　今回の調査を行い、本町の職員の志の高さに感心させられた。今後もこのよう
な職員が続いていくとは思われるが、危険を伴う恐れのある業務に従事すること
もあると予想される。それだけに「災害派遣に関する規則等の整備」などの処遇
改善が必要ではないか。したがって、今回の調査については、報告書だけではな
く「決議」として議会に諮り、できれば全議員の総意として執行部に訴えること
としたい。

災害のすさまじさが伝わります

全国から派遣されていました
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議
員
の
活
動

　12月議会定例会、一般質問１日目の休憩中に議場において高山中学校吹奏楽部を招
き議会コンサートを開催しました。

中学生の素晴らしい演奏に感動

議場での演奏で緊張ぎみの中学生

議会コンサートを初開催
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　議
員
の
活
動

・東九州自動車道、大隅縦貫道及び域内主要道路等の整備促進に関する決議
・物価高騰等を踏まえた地域経済対策の充実強化に関する決議
・防災・減災、国土強靭化対策の充実強化に関する決議
を決議しました。

　内之浦総合支所に於いて、議会報告会を開催し引き続き肝付町振興会長連絡協議会主
催で肝付町議会議員との意見交換会が開催され、多くの方が参加されました。

全議員研修会

第 42 回 議員大会及び全議員研修会（郡議長会主催）
令和６年10月18日

議会報告会及び内之浦地区町民と町議会議員との意見交換会
令和６年12月４日

内之浦宇宙空間観測所 羽生所長による講演

活発な意見が出された議会報告会

４町の議員によるグループ討議
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議
員
の
活
動

傍聴者との意見交換会

今月発行号の表紙絵

【出席者数】
　・傍聴者　15名　

　 12月20日の定例会最終日、意見交換会が開催され、多くの町民の方にご参加いただき
ました。議会は、町民の皆様からいただいた多岐にわたるご意見を真摯に受け止め、今後の
町政運営に活かしていきます。特に、議
会の役割、情報公開、合併20周年に向け
た町づくりなど、重要なご意見を多数いた
だき、議員一同、大変感謝しております。
これらのご意見を参考に、より良い町づく
りを目指し、議員一同、一層尽力してまい
ります。今後ともご理解とご協力をお願い
いたします。

　宮富小学校より推薦いただいた絵画の中から議会
広報委員会において神田彩姫さん（５年）の作品が
採用されました。

宮富小２年　山本 帆夏さん

宮富小５年　坂口 遥菜さん

宮富小６年　橋野 心優さん 宮富小１年　島廻 こころさん



　
新
年
あ
け
ま
し
て
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。

昨
年
は
新
年
早
々
、
能
登
地
方
の
地
震
災
害
が
起

こ
り
、
先
行
き
不
安
な
船
出
に
始
ま
り
、
世
界
を

見
る
と
各
地
で
争
い
を
続
け
て
い
ま
す
。
幸
せ
を

願
う
人
々
が
多
い
中
に
涙
が
溢
れ
ま
す
。

　
議
会
で
は
改
革
に
向
け
た
一
年
で
し
た
。
我
々

は
議
員
と
し
て
住
民
の
声
を
聞
い
て
い
る
か
、
住

民
に
寄
り
添
い
説
明
責
任
を
果
た
し
て
い
る
か

等
、
議
論
に
議
論
を
重
ね
、
議
会
基
本
条
例
の
見

直
し
と
町
民
よ
り
多
く
い
た
だ
い
た
議
員
定
数
に

つ
い
て
も
２
名
の
削
減
を
し
た
と
こ
ろ
で
す
。
以

前
に
広
報
紙
で
も
お
知
ら
せ
い
た
し
ま
し
た
が
、

こ
れ
か
ら
皆
様
の
声
を
各
議
員
が
真
摯
に
受
け
止

め
、
向
き
合
い
「
肝
付
町
議
会
が
変
わ
っ
た
」
と

思
っ
て
い
た
だ
け
る
よ
う
、
全
員
で
議
会
改
革
に

取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
今
後
も
議
員
の
言
動
、

活
動
に
注
視
し
て
い
た
だ
き
ご
意
見
等
い
た
だ
け

れ
ば
幸
い
で
す
。

　
こ
の
新
し
い
年
が
皆
様
に
と
っ
て
元
気
で
明
る

い
年
で
あ
り
ま
す
よ
う
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。

文
責　
柳　
一
夫

編
集

後
記

第
74
号
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「傍聴者のこえ」「傍聴者のこえ」
傍聴者の数　延べ人数　35 名傍聴者の数　延べ人数　35 名
12月定例会12月定例会 12月 ６日/ ３名　　12月 12日/ ７名12月 ６日/ ３名　　12月 12日/ ７名

12月 13日/ ８名　　12月 20日/ 17名12月 13日/ ８名　　12月 20日/ 17名（（ ））
25 の課初めて
知りました。必
要性の考慮を！

コスモピア解体せず利用
すべき。町民の意見を聞
いていない。議会にガッ
カリ。独裁で決めている。

町立病院の利用について
アンケート調査すべき。

ボーナス支給日
に、国、県、鹿
児島市、平均支
給額が報道され
ている。我が町
も広報紙で公開
できないか。

傍聴入口プラカードを持った
異様な雰囲気にびっくり。

内之浦住民からの合併しな
ければ良かったとの声の真
意を伺いたい。

今年のやぶさめ祭りの小祭り会、
中止の件で、町民２名の発言が
要因として文書配布された。中
止の真意は商工会長の発案（消
防詰所があるため）によるもの
であるとの報告が参加者からさ
れた。ことの真意を伺いたい。

昼休憩での高山中
吹奏楽部による演
奏いい企画だった。

コスモピア負の財
産を残さず第一次
産業による発展を。

コスモピア解体反
対。解体は聞いて
いない。独裁的。

合併すべきでなかったとの
声が内之浦の住民からの発
言がある。町、議会ともに
意見を聞き話し合うべき。

コスモピア解体予算可決後
議員に抗議する姿、いかが
なものか。

※ 議会中の傍聴意見を掲載しました。


